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液晶と高分子のメゾスケール(サブ～数ミクロン)の周

期相分離構造をもつホログラフィック高分子分散液晶

(HPDLC)は、偏光と波長の選択性を持たせた Bragg 回折

型の機能素子への幅広い展開が期待できる。HPDLC は、

液晶とモノマーの混合原料を挟んだ透明基板に干渉露光

して作製され、光重合誘起相分離(P-PIPS)で液晶分子の凝

集と配向秩序化により、特徴的な性質が生まれる[1]。 

我々は、P-PIPSによる一種の自己組織化を活用し、図 1に示すように、機能的な Bragg型回折

素子の作製を試みている[2,3]。ここでは、モノマーの性質、露光条件を調整して、ホログラフィッ

ク露光を一回だけ行い、図 2 に示すように、異なる特徴をもつ Bragg 回折型の波長切り換え素子

を作り分けた。今回作製した HPDLC は、二波長で Bragg 回折が生じ、作製条件により回折強度

の偏光依存性を変えられる。図 2(a)に示す試料では、二つの波長での回折強度は、偏光角ととも

に互いに同期して変化するのに対し、図 2(b)に示す試料の場合、それらは互いに反転同期して変

化する。このように、作製条件を調整するだけで回折の偏光特性が異なる HPDLC を作り分けら

れ、緻密な工程が不要なことから、応用性が期待される。 
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Fig. 2 Diffraction spectra measured at 30 in angle of incidence.  Diffractions at 1.0 and 0.5 m in 

wavelength vary (a) synchronously and (b) unti-synchronously by changing polarization azimuth.[3] 

(a) (b) 

Fig. 1 HPDLC’s diffractions switchable 

at two different wavelengths. [3] 
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